


の

m山
で
は
市
か
ら
渡
っ
て
き
た
夏

事
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
取
り
組
む
様 

f
に
は
子
供
な
が
ら
良
く
続
く
も
の

H
J
K
、試九七 

J
H
nソ
方
町
帆
A

日
々
の
生
活
の
中
で

ほ
ど
の
見
事
き
で
あ
っ
た
と
-叫
低
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
副
で
、
こ
の
壮
下

品
作
段
何
気
な
く
散
歩
し
て
い
る
自

八社
必
の

納
え
た
樹
木
が
トへ
き
く
成
長
し
、
花

と
が
山
来
ま
す
。

理
を
せ
ず
れ
分
の
ベ

思
い
ま
す
。

1
4
4
ら
同
聞
の
し
ぶ
哨
ら
し
山
花
み
を

は
漉
す
時
の
充
主
必
は
何
下
に
も

代
え
が
た
い
も
の
で
す
し
、 

と
緑
の
ま
ち
明

ふ
じ
の
く
に
の
魅
力
を
高
め
る
花

つ
く
り
を
目
指
し
て

n

司で
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
慌
に
お
会

宅
の
刷
り
の
風
坑
も
、
季
節
ご
と
に

陥
胞
を
変
え
、
時
に
は
そ
の
美
し
さ
に

い
す
る
時
は
い
つ
も
、
化
を
咲
か
せ
る

を
咲
か
せ
た
姿
を
見
た
時
は
活
動
を

継
続
し
た
こ
と
の
出
び
を
感
じ
る
こ

驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

存

の
公
倒
は
、
満
山
の
怯
や
色
と
り
ど

り
の
つ
つ
じ
が
咲
き
、
鮮
や
か
な
新
緑

c

ま
で
の
長
い
則
川、
品
川
様
は 

つ
に
ご 

ι労
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動

凶
作
ほ
ど
前
に
仕
引
の
閃
係
で
ご

縁
が
あ
っ
た
森
づ
く
り
同
体
に
休
業

の
技
術
臓
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
、

会
付
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
れ
大

井
川
じ
流
の
ス
ギ 
怖
の
伐
採
跡
地
を

森
林
所
有
者
の
万
の
ご
協
ん
を
い
た

だ
き
、 

1
0
0
年
先
ま
で
続
く
森
、
、つ

く
り
を
目
隙
に
針
佐
樹
と
広
葉
樹

を
織
り
交
ぜ
た
樹
柿
を
植
法
し
千

H

ir

や
は
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
無

鳥
の
噌
り
が
季
節
を
感
じ
さ
せ
ま
す
、

ま
た
、
落
葉
し
た
銀
台
や
プ
ラ
タ
ナ
ス

の
街
路
の
作
ま
い
は
、
こ
れ
か
ら
米
る

冬
の
到
来
を
故
、
え
て
く
れ
ま
す
〈

改
め
て
、
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
花

や
械
が
、
私
述
に
た
く
さ
ん
の
思
出

を
う
え
で
く
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
花
や
'
泌
を

A
I
以
上
に
増
や
し
育
て
て
い
く
こ
と

て
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

グ
リ
ー
ン
パ
ン
ク
で
は
県
と
辿
抗
し

て
、
地
域
の
化
や
緑 

ε

つ
く
り
を
行
う

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す 

こ
の
よ

う
な
いえ
援
を
活
川
し
て
よ
り
多
く
の

ん
々
が、
美
し
い
緑
を
保
つ
た
め
の
活

動
に
参
阿
し
長
く
寸
出
動
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
師
、
っ
て
い
ま
す
っ

G

の
必
要
性
も
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す

、 

人
れ
を
行
って
い
ま
す
リ
会
対
は
地
正 

花
や
縁
に
つ
い
て
思
い
出
す
こ
と

一は-

、
父
の
趣
味
の
菊
づ
く
り

47J

ぴ
ブ¥べ 

ω人
住
皮
の
川
体
で
す
が
、
他
の
森

ド

一 

リ 

J

J 
=L
、ノ
v
h

寸
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M
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2
hH
l
v
h
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干
J
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、ノ

止
を 
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HO-

l 
d
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づ
く
り
団
体
と
同
様
に
辺
聴
さ
れ
た

出
.
杯
の
鉢
を
相
干
に
捕
の 
mu

方
が
巨
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

却

を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
亡
き
父
一の
姿

を
今
で
も
思
い
山
し
ま
す
の
上
づ
く
り
、

前
の
手
入
れ
、
水
や
り
、
施
肥
一
、
間
花

山
動
は
、
航
北
、
下 
H
V
刈
り
、
除
伐
、

叫
川

〉
山

1
4
・

刑
判

n
H
I
L
N
γ
'
o
I
J
σ
r
H
H
H

HV 
M
H
L
H

手
入
れ
、
ベ
ン
チ
、
づ
く
り
、
し
い
た
け

の
調
整
、ム州ん午日出
の
駆
除
な
ど
の
子

間
の
係
る
符
理
を
休 
H
や
干
円
の
仕

だ
と
感
心
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す 
3

し
か
し
、
卜
八
輸
の
羽
が
一斉
に
咲

く
す
ば
ら
し
さ
は
、
そ
ん
な
昔
労
が

吹
き
飛
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う

栽
培
、
地
域
の
小
小
学
校
や
都
市
作

以
を
対
象
と
し
た
体
験
会
の
問
削
、

円
然
削
京
会
な
ど
年
川
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

樹
本
が
対
象
で
す
の
で
、
化
の
管

理
と
比
一
収
す
る
と
川
数
も
少
な
く

ゆ
っ
た
り
と
し
た
的
動
で
す
が
、
卜
引い

刈
り
等
の
作
業
で
什
を
流
し
、
山
の 

ス
で
継
続
し

l

到ー封切開 ~
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セ
ン
タ
ー
の
隣
接
地
に
「

n然
の
山
の
地
形
を
活
か
し
、

l
ル
・ト

れ、

聞
内
樹
林
の
伐
採
と
広
葉
樹
の
柏
栽
を
行
う
こ
と

M
別
に
4
つ
の
散
策

l
、
取
は
小
笠
山
館
、
南
に

「胤
叫
ん
の
楳
パ
ム
刷
」
は
袋
井
山
附
附
の
小
辿
ク
リ
ー
ン

の
発
信
地
と
し
て


楽
し
み
な
が
ら
心
と
体
の
健
康
を
明
進
さ
せ
る
山
ヱ
問
」

と
し
て
蛙
怖
さ
れ
ま
し
た
。
周
辺
に
は
耐
水
プ
�
 

レ
ー
ニ
ン
グ
空
・フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
室
等
が
あ
る
余
熱
利
川
施
�
 

「胤
日
ん
の
任
」
が
あ
り
、
-
休
的
な
利
川
に
よ
り
他
応

H
M

用
進
に
役
立
つ
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
の

白
公
開
と
な
る
前
は
午
峻
な
地
形
に
針
民
樹
が
戊
り
、

背
よ
ほ
ど
の
シ
ダ
組
物
に
よ
り
少
く
こ
と
も
困
難
な
場

所
で
し
た
。
こ
の
皮

「
街
の
森
，
つ
く
り
事
業
」
に
採
択
さ

に
よ
り
、
試
問
づ
く
り
と
共
に
、
体

ル
ー
ト
が
控
怖
さ
れ
ま
し
た
。
出
上
の
展
望
広
場
か
ら

は
、
刊
は
浜
松
の
ア
ク
ト
タ
ワ

泣
州
灘
を
望
め
ま
す
。
ま
た
、
今
同
の
事
業
で
桜
を
集

巾
的
に
他
え
た
こ
と
に
よ
り
、
将
求
、
小
笠
山
総
合
運
動

公
開
(エ
コ
パ
�
 )か
ら
特
旧
へ
抜
け
る
県
道
か
ら
当
公
嗣
に

広
が
る
フ
ク
ロ
イ
ザ
ク
ラ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
�
 
c

ま
だ
納
え
た
ば
か
り
の
木
々
で
す
が
、や
が
て
い
人
き
く

育
ち
、
い
が
に
は
桜
、
秋
に
は
紅
葉
が
彩
っ
た
圏
内
を
幅
広

い
年
齢
回
の
万
に
利
川
い
た
だ
き
、
健
康
明

進

の

助

に

な
る
こ
と
を
則
作
し
て
い
ま
す
。

箇@患コ~<D 
澗いと安らぎのある生活環境づくりのために、

学校・公園・街路・社会福祉施設などの、緑化工� を助成しています。

ート ~Sヲ
自分に..，t;I'-ートき
也九宅ト弓イ

散策ルートの途中には健康遊具

もあり、自然を楽しみながら健康づく

りに励んでいただけます。普段より

運動の機会が少ない方には、少々

きついかもしれませんが、この公園

散策をきっかけに山登りの魅力を是

非感じて下さし、。学生には体力づく

りの一環として心臓破りの階段ダッ

シュlこも最適で‘す。隣の風見の丘

には浴室もあり、運動後の一風呂

は最高ですよ。

-ゥォーキングコースマップ

~ 1IIl3I.':11J-':JI'D?U I) 

J
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'
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E

-風見の森公園事業概要� 

134.0m 

164本� 

ト/

/， 

¥¥九

袋井市役所建設課
5，428千円 中村 友利さん

1 



-E~勇司~~~司・E主配置自(~・
地繊で花緑のボランティアを進める人達を対象として、

園芸の基礎から実習まで幅広い内容の研修会を実施してし唆す
日 平呈 4月 10日~7月24日 (全6回)

会場/参加者県営吉田公園/28名

師徳原真人さん
花坦テーマ

工コパ/31名

講。.m巴@� 
ボリュームと調和

1ガイダンス・園芸基礎811mU8 
1E泊作りに必要な

2
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での心得などを教えて-

そのまん中にある花壇を例に、
いただき、今後の研修

成長の様子を見てみましょう! につなげます。� 
"?!Jタ・~ 

ジニア・ プロフ2ージョン

，.レンジ} コリラスt酎


-監司Eまヨ匝. 2土づくり
.太陽は朝から夕方まで十分な日光 花i宣づくりの決め手

ペンタス� (9)

.風が強く、蒸れる心配はないが略に
は土11植物にとっての

強すぎたり、風がまいたりする

1<.はけがよく、土も柔らか、温もりも7.

ほどにある

ペヂ2ニァ.<.;;a<6

花園.デザイン薗� 
.正面lご立っと、裏側に駐恵場があり、� 

/i.ツクに緑を期待できない� 

er.IJ'1匝~""'l桜島語3・

.研修花壇が5つ並ぶ中で、真ん中に
あるので、全体の調和がとれるよう
な花壇にする

.中心であり、首中に駐車場があるの
リコームを感じる花壇にする↑て7で、� 

.夏がメインの花壇芯ので、涼しげで、
さわやかなイメージになるよう、水
色・青・白を主lご、情熱的な色をポイ

ントにおく

今年は、台風の影響で塩害を

受け、元気がなくなってしま
いましたが、痛んでいる所を
取りに除き、暑い夏を乗り切

り見事復活しました!

思ったよう!ご成長しない借物があ
ったので、花選びをもう少し考えた

かった。

台風の塩害を受けた花纏で、こんな
に花がきれいに咲くと思わなかっ
た。思い切り良く 、正しい時期での

シチや現定の重妥さがよくわか
った。

研修終了後、気になって花狙の様子
を孫と 絡に見に行くとJきれい

な花湿ね"とほめてもらえた。
徳原先生の講義を受けてみんなで

見える形で確認!こ考えた成果を目

できて、とても嬉しかった。� 
9月68

古事

移1)実際に土づくりを

しま� 

3花壇デザインのプランづくり

花mの場所や特牲
を考えクループごとに
う央めたデザインに沿っ
て 花送ぴのポイント
や必要な菌数の数え
方などを教わりなから
植栽平面図引制Jますロ� 

4植付け� 

3で作成した花l:iテ
ザイン図面を元に、紐

と2許~ 1)筈?を使って植談
場所にデザインを写し
取る方法から;益水の

仕方まで行います。� 

5花坦の維持管理

花壇を美しく維侍す
る為の、花ガラ摘みや
摘心、ピンチ、j剖巴など
を符う一番よいタイミJ

クや方法などをザ習し
ます。� 

6意見交換・修了式

調県内でlJ¥極的
に活動をされているリ
ーダーの方 を々向かえ
、伺うお話や意見交換
の中から、日々 の疑問
や悩み等の解決を自� 
t旨します� 

7\J-~/("J? J!.PJ~ 

「土jの役割や重要性
をわかりやすく解説す
ると共に、実習花壇に



研捕ヨコティ

地域に棋何かぜたい尉寛づくり
日の出ガデンクラブ 村松徳夫さん(藤枝市)

私
の
性
ま
い
は
雌
校
駅
北
円
か
ら

徒
歩

2
分
の
至
近
距
離
に
あ
り
、
町

内
に
は
小
公
園
(
正
式
に
は
縁
地
引

で
災
害
避
雌
場
所
)
が
あ
り
、
以
前

は
ゲ
ー
ト
ボ

G
l
ル
や
盆
踊
り
等
、
地

冗
住
民
の
利
用
者
も
多
か
っ
た 

し

か
し
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
削
え
ミ

チ
供
の
数
も
減
り
、
次
第
に
地
城
市

助
が
少
な
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
住

民
の
清
術
作
業
も
市
り
、
行
政
の
定

則
的
な
手
入
れ
だ
け
で
、
良
い
環
境

と
は
百
え
な
い
状
態
で
あ
る
。

そ
ん
な
折
、
町
内
組
織
の
役
を
受

M

け
た
こ
と
も
あ
り
、
隣
の
町
内
に
位
む
、

先
輩
の 

さ
ん
か
ら
勧
め
ら
れ
、
グ
リ

ー
ン
パ
ン
ク
の
「
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

草
花
の
性
質
や
、
土
に
閲
す
る
基

c

t

礎
的
な
講
義
を
聴
き
、
又
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
の
実
習
を
日
ん
で
ゆ
く
う
ち
、

今
ま
で
や
っ
て
き
た
花
の
静
ま
き
・前

づ
く
り
や
、
育
て
卜
刀
が
ト
手
く
ゆ
か

な
か
っ
た
山
山
が
分
っ
て
き
た

せ
っ
か
く
刊
た
知
誠
を
活
か
し
た


い
と
の
思
い
は
非
り
、
前
述
の
小
公
闘


に
花
壇
を
作
り
直
し
、
町
内
の
憩
い


の
場
に
し
た
い
。
加
え
て
こ
こ
は
、
幼


稚
凶
児
の
パ
ス
送
迎
場
所
で
あ
り
、


小
学
生
が
集
団
蛍
校
す
る
集
合
場


所
で
も
あ
る


登
校
前
に
き
れ
い
な
化
を
眺
め
、

車
花
を
過
し
て
牛
命
の
大
切
を
感
じ
、

心
恨
の
陵
し
い
子
供
に
育
っ
て
く
れ

れ
ば
こ
の
上
な
い
出
び
と
な
る
。
ま
た
、

そ
の
延
長
線
上
に
、
附
，
防
衛
の
少
置

を
花
で
飾
り
た
い
、
と
希
望
は
膨
ら

む
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
勤

務
仕
事
が
あ
る
た
め
、
時
間
が
取
れ

な
い
現
実
に、

具
体
的
な
花
壇
づ
く

伝
う
よ
」
と
の
こ
と
。

m
uu、
昨
年
秋
に
市
(
グ
リ
ー

ン
パ
ン
ク
)
か
ら
配
布
さ
れ
、
組
か
ら

り
は
前
に
進
ま
な
い
。

年
が
替
わ
っ
て
例
年 
3
川
初
旬
、 

さ
ん
か
ら

「
雌
校
駅
北
口
に
あ
る

六
角
形
の
木
製
ベ
ン
チ
を
大
理

μに

交
換
す
る
た
め
、
廃
材
処
息
さ
れ
る

木
材
を
賞
い
受
け
、
化
壇
の
什
に
利

用
し
た
ら
ど
う
か
」
と
の
提
案
が
あ

っ
た
。
願
つ
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
中
々

入
手
が
揃
わ
な
く
て
:
・
と
一面一
、
っ
と
一「

緒
に
や
ろ
う
、

3
月
半
ば
か
ら
花
壇
造
成
作
業
が
始

ま
っ
た
。
サ
ツ
キ
と
茶
ノ
木
を
移
植
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
を
取
り
除
き
、
ナれ 
」

ろ
は
フ
ル
イ
に
か
け
て
取
り
出
す
、
と


い
う
大
変
な
作
業
だ 
c
3
月
下
旬
、


折
か
ら
学
校
は
春
休
み
に
人
り
、
遊


び
に
来
る
小
学
牛
に
芦
を
掛
け
る
と


喜
ん
で
手
伝k
っ
て
く
れ
た
。
何
と 

の


下
が
フ
ル
イ
を
動
か
し
、
取
出
し
た


M

T

一七
を
運
ん
で
く
れ
る
の
だ
。
(
写
真
①
)


そ
し
て
仕 

げ
は
ダ
ン
プ
カ
ー
で
運


ば
れ
た

2ι
万
の
培
技
仁
を
、
ク
ワ


や
ス
コ
ッ
プ
で
広
げ
て
く
れ
た
。

'K(写


真
め
)
 

w

3
月 

育
て
た
パ
ン
ジ
ー
-
ノ 

1
ス
ボ
1
ル
に
加

え
、
購
入
し
た
ブ
ル
ー
の
ロ
ベ
リ
ア
を

植
え
つ
け
た
の
こ
こ
で
も
干
供
た
ち
が

一生
舷
命
干
伝
っ
て
く
れ
、
ポ
ッ
ト
山
の
、

底
に
特
ん
だ
山
い
似
の
扱
い
や
、
柿
え

付
け
る
間
断
等
の
桁
導
を
し
な
が
ら
、

初
の
柏
え
込
み
作
業
を
半 

余
り
で

終
了
し
た
。
(
写
真
①
は
ー
か
月
後

の
姿 
)

4
月
半
ば
、
叩
人
ほ
ど
の
会
員
が

集
ま
り
、
出
米
上
が
っ
た
花
嵐
の
柿
で

春
の
柿
ま
き
を
実
施
し
た
。

今
後
花
閉
を
け
一
即
し
て
ゆ
く
う

え
で
、
作
業
後
の
お
茶
や
打
合
せ
に
、

残
り
の
ベ
ン
チ
廃
材
で
テ
ー
ブ
ル
と
イ

ス
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
日
曜

大
工
が
趣
味
の 

さ
ん
の
千
助
け
の

も
と
、
大
人
同
人
が
座
れ
る
大
き
な

手
づ
く
り
の
六
角
形
テ
ー
ブ
ル
ベ
ン
チ

が
小
八
ム
困
の

一角
に
据
え
付
け
ら
れ

た
。
(写
真
④ 
)

町
内
会
・子
供
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
の


「
緑

陰
集
会
場
」
に
は
、
災
害
時
緊


急
対
策
主
と
し
て
の
機
能
も
期
待


す
る
戸
が
高
い
。


出版
後
に
、
今
凶
二
つ
の
町
内
を
跨
い

だ
小
公
倒
の
花
塩
，つ
く
り
が
、
花
を

通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
、

更
に
は
、

藤
校
駅
北
の
環
境
整
備
と

い
う
大
き
な
テ 

マ
の

ご
聞
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。l M

u

U

日の出ガーデン誕生まで 

'1o:II奄クυーシ1¥:;ヲJ!.I;I'J~ 



庭蓬生化モデル

補助対象者 補助対象品目 条件(補助限度額� )

.芝生化にィ必要な .芝生化する面積が

資材購入費 園児一人当たり3m以よ
幼稚園、

-維持管理に必要な .補助限度額1施設1007
保育所施設管理者 資材購入費 (土壌改良工事、散水設

円

備工事を

.土壌改良工事費、 伴う場合は、� 150万円� )

散水設備工事費

修善寺保育園

一、.".，-←『¥-----

実施した施設にはふ
今年度は、県と連係して県内のおよそ1000力所の幼稚園・保育所に対し芝生化の意向 こんな看掘が� j 

調査を実施しました。「希望あり� jとの回答カずあった施設から、現地調査や関係者のヒアリン

グを経て、下記6施設の芝生化を支援しています。
立っていますシノ

市町 芝生化面積(m) 園児数(人) イ蒲考対象施設名

小山町 駿河小山幼稚園� 518 -ティフトンポット

苗植栽方式

66 

伊豆市 修善寺保育園� 300 77 
.住民参加に

富士宮市 リチェjレ幼稚園� 363 228 よる芝生緑化
トー

島田市 月坂保育園� 110650 

浜松市 さざんか保育園� 800 110 

湖西市 入出しらゆり幼稚園� 300 200 

置函øJ:W~・~~

圃欄蹟醐掴� 

図芝色維持管理活動支

補助対象者 補助対象品目 条件(補助限度額)

公園、学校等の

公共施設等の

芝生管理をしている� 

ボランティア団体;

-肥料、目土等維持管理に

t必要な資材購入費� 

-維持管理用機材購入費

.補助限度額1団体10万円

(芝刈機、散水設備設置を伴う

場合は35万円� )

グリーンパンクでは、本年度新たに、芝生の維持管理経費についても助成する制度を作り

ました。地域で、公園や施設の芝生をホ、ランティアで、管理している団体に対し、芝刈機や散水

装置などの購入や、肥料、目土など管理にカ3かる経費の補助を行っています。

ω→II~ JU;O~ 



画書

型事
みどりのく重要性〉や〈働き〉を多くの人に伝えることが、 、
今必要とされています!

緑化団体・NPOの皆さんが新しい視点、で事業を展開する

企画に、事業費を補助しています

「 こんな提案がありました� ) 

トどんな事が対象になるの-
大きくわけで3つ� の安らぎガーデンづくり
1.現境緑化の重要性に対する県民の理解と

牧之原市花の会(牧之原市)
認識を高めるもの

例:公園の樹名板設置・公共花壇ガイドの作成など
 

-四l:"~夜薗 病院としづ特殊な施設での植栽、管

理を行うための、技術・知識を習得
2.協働による環境緑化活動の推進に

貢献できるもの
して花壇を作り、患者や来院者の安

例:緑イヒボランティア情報交換会・技術向上研修会など� 
らぎの空間にしたし、。
 

E言語五峰三日直 榛原総合病院屋上� (300m')
 
3.環境緑化にかかる杜会的課題を解決するもの

例:資金集めのノウハウ提供・会員の高齢化対策など -1:r ~fiiJT主・ 50万円� (23・24年度の2年間で) 
糸紳岡県内で行われるもので、既に実施しているものは除きます。

[ どうやって提案するの-
殺風景だった花壇が、秋にはコスモス畑に変わり、病

受付は常時行っています。 院を利用する方達の目を楽しませる事ができた。

提案者は内容を審査する「審査委員会J (原則 屋上という場所で、通常より強し、風が当たり、土が飛

として7月と11月に開催)での説明が必要に んでしまう為、花壇表面を覆うのに適してしる植物を探

なりますので、希望する時期に間に合うよう して、グランドカバーを作り、花壇の形ができたところで、� 

に応募して下弘 、 i舌動の目� 4票・目的を明石室にしていきたし、。

グリーンパンクが応援している皆さんの活動を‘多くの人，;:.知ってもらおう!と、

ラジオでの活動報告をお願いしてL唆すー出演してくださった皆さんをこ� e紹介します

蹄1固放送� (7月羽田� }

ワシントンから桜が里帰り

静岡市清水商工会(静岡市清水区)

ワシント;....OCの桜が明治の時代に日本からアメリ
カに寄与‘R賀されて今年で100周年1その桜I.t.なんと興
津から寄贈されでいたそうですふ� 

第2回肢送� (8月� 17日)

自然がいつはい!広大な水田に固まれて!!

とうもんの会(錯川市)

とうちんの会が運営している「とうもんの霊jでは、花や
総のくらし講座を始め、体験型イベントカfいつはい「新雀
されてし、ます!ぜひみなさんも遊ひ'に行ってみてはー〉

第3田政選� (9月� 21日� }

堤防を見守りつつけて..

花と芝生を守る会(敏之原市� )

?をれ果てていたなどと想像がつかない往きれいiニ手

入れされている堤防。録の芝生の上iζ春{j:菜の花‘
秋は3色のヒカン1けでカず堤防を飾フてい:i:す� .

~6:Jt膏夕刊\"':I~ /l!J:fJ 



主要道路や観光施設等の公共的な場所に接する人工林や竹林を

広葉樹に転換する緑化工事を助成していますけ� 

J、m・'
河

総工i量(焼津市花沢地区)施工前

竹
の
下
刈
り
、
除
伐
を
，

γ定
し
て
お
り
、

納
栽
さ
れ
た
木
々
が
大
き
く
な
り
、

問
季
を
通
じ
て
ハ
イ
カ
ー
を
楽
し
ま

せ
る
場
所
に
な
る
。

/~ 

り 一倍
有限会社ヤナザイ

取締役山内秀紀さん�  (焼津市)

l
ロ 

プ
で
引
っ
張
り
な
が
ら
の
汗
だ
く

持
ち
良
く
な
る
ね
え
」
と
崎
し
い
声

を
掛
け
ら
れ
る
事
も
あ
っ
た
の
伐
採
後

に
は
ヤ
マ
ブ
キ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ガ
マ
ズ

ミ
、
マ
ユ
ミ
を
制
林
、
ん 

後
丘
力
聞
は
若

の
作
業
で
あ
っ
た
が
、
ハ
イ
カ
ー
に
「
気

竹
林
を
伐
採
、
校
払
い
、
集
和
を
行
な

っ
た
っ
夏
場
の
社
い
時
期
に
太
い
竹
を

焼
津
市
花
沢
地
区
は
江

μ
時
代

に
建
て
ら
れ
た
山
民
家
が
故
び
、
同
や

川県
の
は
爪
観
賞
を
受
賞
、
緑
の
山
々
と

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
包
ま
れ
、
や
ん
わ

り
と
し
た
気
持
ち
に
な
れ
る
皇
で
あ

る
の
周
辺
の
尚
早
山
、
満
観
峰
は
眺
望

を
楽
し
む
下
が
で
き
る
人
気
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ 

ス
で
あ
り
、
県
内
外
か
ら

の
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
や
観
光
客
が
訪
れ

て
い
るそ

の
入
川
に
あ
る
い
引
業
地
は
杉
が

植
林
さ
れ
て
い
た
が
、
竹
が
侵
入
、
組

い
被
さ
る
よ
う
に
繁
茂
し
景
観
を
損

ね
て
い
た 

町
内
か
ら
竹
林
作
業
の
相

談
を
受
け
た
た
め
、
地
主
さ
ん
の
協
力

を
得
た
上
で
、
グ
リ
ー
ン
パ
ン
ク
に
支

援
を
要
請
し
た
。
施
柴
は
約
五
反
の

c

G

l

I

大井川� 

」

袋井市役所 建設課 中 村友和さん

袋
升
市
北
東
部
、
ホ
タ
ル
の
収
と
し

て
有
名
な
ん
子
刈
地
阪
に
「
下
刈
里
山

公
開
」
(約

 

6
M
)
を
間
闘
し
ま
し
た
。

本
公
闘
は
里
山
の
自
然
を
体
験
で
き

る
公
図
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

悶
内
に
は
山
の
尾
根
を
越
え
、
‘
づ
の

広
場
を
結
ぶ
散
策
辺
を
計
附
し
ま
し

た
が
、
課
題
と
な
っ
た
の
が
欣
附
さ
れ

た
竹
林
で
す
。
こ
の
度

「
四
季
を
彩
る

良
い
散
策
道
へ
と
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。
散
策
道
入
口
に
は
せ
せ
ら
ぎ
を

作
り
川
辺
に
は
広
柴
樹
や
複
数
の
花
々

を
航
え
、
同
季
折
々
の
草
花
が
楽
し

め
る
よ
、
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
内
に
は
大
口
府
や
宇
刈

府
と
い
っ
た
学
術
的
に
口
重
な
只
化

石
の
研
集
府
や
本
物
の
化
利
ブ
ロ
ッ
ク

の
展
示
が
あ
り
、
公
闘
を
拠
点
と
し

た
版
史
的
逃
産
や
ホ
タ
ル
の
巾 
で
あ

る
ん
子
刈
川
上
流
を
選
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
も
粧
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
公

川
で
日
頃
の
附
一騎
か
ら
離
れ
、
思
い
思

い
の
時
間
を
過
ご
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
、
っ
か
。

b

盟
山
景
観
づ
く
り
事
業
」
に
よ
り
、
訟 

F，と
し
た
竹
林
が
木
漏
れ
日
の
心
地

期 夕日'，.J?J!d;r)4. 




面轟
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の
株式会社丸紅 ソーシャルコミュ二ケーション部

紅林 長実さん�  (島田市)

r 


仲
間
で
、
蓬
莱
橋
右
岸
の
森
で
活
動

し
て
き
た
が
、
み
ん
な
歳
を
と
っ
て
し

ま
っ
た
。
も
う
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら 
l
年
半
、
品
川
市
農
林

諜
の
担
当
者
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
パ
ン
ク
の

盟
山
武
闘
づ
く
り
事
業
の
紹
介
が
あ

り
、
支
岐
を
お
願
い
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
竹
林
の
伐
採
除
去
後
の
盟

品
田
市
の
坑
勝
地

「蓬
莱
橋
」
は、

4
m

世
界
，
長
い
本
橋 
(8
9
7
・ 

)と

し
て
ギ
ネ
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す 
c

大
井
川
の
清
流
を
跨
ぐ
「
蓬
莱
橋
」

の
風
情
あ
る
民
色
を
求
め
て
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
明
る
さ
も

「
蓬
莱
橋
」

の
大
井
川
右
岸
に
渡
る
と
、
薄
暗
く

竹
が
森
を
侵
食
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

あ
る
日
、
地
権
者
の
万
か
ら
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。
内
科
は

「
却
年
間

山
は
、
大
井
川
か
ら
の
爽
や
か
な
風
と

明
る
い
光
、
そ
し
て
大
井
川
に
か
か
る

「法
莱
楠」

が
一望
で
き
る
観
光
ピ
ユ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
再
牛
し
さ
れ
、
も
う
背

の
危
険
で
附
い
イ
メ
ー
ジ
は
微
臨
も

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
何
よ
り
う
れ
し
い

の
は
、
「
カ
ブ
ト
ム
シ
の
寝
床
」
や
「
木

登
り
体
験
」
な
ど
析
し
い
視
点
で
の
「森

と
の
か
か
わ
り
」
が
生
ま
れ
て
き
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
森
と
し
て
み
ん
な
で
関
わ
っ
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

総工後(掛川市満水)施工前

森
e

つ
く
り
、
み
ん
な
が
あ
つ
ま
る
子
守
つ

H
指
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

事
業
な
ど
、
内
伏
…
ゃ
凶 
4
4
r

を
満
喫
で

掛
川
市
と
菊
川
市
の
境
目
の
丘
の

上
に
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
自
然
に
凶
ま
れ

た
「
幻
世
紀
の
公
闘」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
公
同
は
「
ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
、

く
り
の
公
同
」
を
恭
木
理
念
と
し
、

将
来
に
、水
く
残
せ
る
、
掛
川
ら
し
い

里
山
・
附
山
地
の
四
季
の
景
観
づ
く
り

を 
事
業
実
施
後
は
、
掛
川
市
の
記
念

椴
樹
祭
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

木
を
み
ん
な
で
杭
樹
し
、
こ
の
公
凶
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
合
っ
た
大
変
有
意
義
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

植
樹
祭
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
円

分
が
植
え
た
木
が
ど
、
つ
な
っ
て
い
る
か

な
と
公
附
に
遊
び
に
く
る
楽
し
み
が

増
え
、
ま
た
自
然
に
興
味
を
持
つ
い
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
っ
伐
採
さ
れ
た

竹
も
竹
炭
に
し
、
公
園
内
の

「た
ま
り

ー
な
」
の
浴
室
や
ト
イ
レ
に
活
川
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
炭
焼
き
の
体
験

き
る
公
闘
を
み
ん
な
で
つ
く
り
次
世

代
へ
つ
な
げ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

22世紀のE公園

所長小笠原啓道さん州� 市)11

c

~ ltII奄ヲリーコバ〉タ足より� 



グlーンノてンクも
出展します!-
E軍罰百E司自信医長甘辛書官~~

静岡市立清水興津北保育園

水着でか水1t1す・・・!?
平成24年7月18日のお便り

年長児力、)7サカオの極まきをし、雑草とりをしでいます

水かけはと言うと、フーJレに入うた後、プールの水をI¥"ケ� 
γに入れ手でそっとあげています。エコでしょ11アサカオ力、

咲レたら、色水遊びやたたき染めなどを楽しみたいと患っ
平成24年11月11日(日)

エコパスタジアム周辺� 

(袋井市)

国民的な緑の祭典� I全国育樹祭Jが初めて

ています。

笹長"JII 1町反日i]F-J~.i・ 緑のカーテンプロジェクト

静閣県内の幼稚園‘保育園、小・中・高等学校に緑のカーテン資材を配布してし去す。

平成24年度は327較が参加しました

静岡市立清水宍原小学校
静岡県で開催されます。アリーナで仔われる式

典のイ也、木村にまつわるブースからB級グルメま

でバラヱティーに富んだおl吉カf並びます わ� 

t.:，，-M-s..J!(I.，tiみ九匂宅、� 
平成24年7月20日のお便り� 

E置でÐi重量軍事室町歪韮軍部~

平成24年11月23日(金)-25日(日)� 

JR沼津駅南口周辺の市街地

きらめく秋ぬくもりの街ぬまつ

~暮らしを彩る花・緑~

沼津の街なかか古と緑に溢れます。県内各

地で生産された花を一堂に展示する花の展

買会や7ラウ アレンジメン卜などの各種体験

教室、花のせり販売などイベント盛りだくさん1

是非遊びに来て下乱、。

f昨年度、全校生徒25名で初参加。その中から2名が

入選しました。その効果か子どもたちの言語感貨が目賞

め、予定帳などにちょっとした自然の出来事をメモしたり、

先生に伝えるなι言語に親し九でし去す。こめような生

き生きとした子どもの姿を見ることが出来るのも「俳句大

会j参加のお陰と感謝しで¥，';j;すo 

量語且重量盟国掴 I花と録の俳句大会j

平成24年度の優秀作品は、グリーンパンクだよ川崎号と、グリーンパンクめホームページ

でご紹介しますl

寺島コミュニテイ広場の会(穏枝市) 

aga-qz，ff 
広材、τい審et
平成24年8月26日のお便り

昨年までは、大変苦労した夏の散水作業が、

今年はグリーンハンクの支援で麟入した高庄

ポンプJが朝夕i君臨してくれています多〈の人

から芝生か碕麗だねlの←言をエネルギーに
これからも頑張つでL、きます

伝司u員忌官同事司"..芝生管理活動支撞事業

構成員5人以上のポランティウフ団体が公園・掌校等の公共施設の芝生の維持管理を

統的に符う場合、 1 団体10万円/年補助します。(芝刈機・散水設自晴は~J途支緩)"

みどりをみんなの手で

(株)東興僚(本社 :島田市)より、ペットボトル

(ミ ネラルウォータ� )の販売代金の部をI緑化

協力金Jとしてグリーンパンクへ寄付する協賛商

品の取扱いをしていただいています。 -
緑化ボランティア活動を応媛してくれる 「静岡

県の天然水Jを是非こ利用下さい。

詳細は下記にご連絡下さい。� 

(株)東興「静岡県の天然水」販売係� 
rEL0547-38・1911 国0547・38・0294

県立大学 田県庁売居県立総合病院・静岡市役所-県立こども病院

静岡日赤病院・市立静岡病院・磐田市立総合病院・沼津市立病院

焼津市立総合病院-川根温泉・袋井市役所'藤根市立総合病院他� 
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9115:日� 

-
静
岡
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

グ
リ
ー
ン
パ
ン
ク
で
は
、
新
東
名
の
開
通
を
記

念
し
て
、
静
岡
サ
ー
ビ
ス
工
リ
ア
(ネ
オ
パ
|
サ

静
岡 
)
の
上
り
線
に
「
大
島
桜
、」
下
リ
線
に
「河
津

桜
」
を
値
栽
し
贈
呈
式
も
行
い
ま
し
た
。「
白
」
と

「ピ
ン
ク」

の
桜
.か
新
東
名
の
名
所
と
な
る
事
を

期
待
し
ま
す
。
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初
年
度
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
計
げ
団
体
か
ら
応
募

が
あ
り
、
円
周
に
は
優
秀

な
活
動
団
体
が
表
彰
さ
れ

震:白
 1レ:月
扇'/:26 フ:1 9 

場:日塑じ� :8 
ず:水τ:
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樫室 天
亨の

ナル花:

宣伝:
会喜:
実ら:
施し:� 

研
修
会
」

中
J 報� 

J ソハンク事務局X ，� 
γ内、 ーノ1: 逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
明 

氏
は
干
成
日

m

県
ゴ
ル
フ
場
協
会
の
専
務
用
ボ
を
務
め

ら
れ
た
明
間
前
三
氏
が
、
4
川
却
日
ご

-
県
営
吉
田
公
園
(
吉
田
町
)

今
年
も
印
品
種
問
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

咲
き
誇
り
、
県
内
外
か
ら
約 
6
万
7
千
人
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。
什
用
に
は
、
来
年
に
向
け
て

の
植
栽
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

-
興
津
生
涯
学
習
交
流
館
(
静
岡
市
清
水
区

今
年
は
、
日
本
か
ら
米
国
へ
友
好
の
証
と
し
て

「
桜
」
が
贈
ら
れ
て
か
ら 
1
0
0
年
目
で
す
。

地
元
で
は
「
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」(
構
成
団

体
は
興
津
地
区
連
合
自
治
会
、清
水
商
工
会
)
を
立

ち
上
げ
、
日
米
桜
交
流
の
歴
史
認
識
と
友
好
関
係

の

一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ポ
ト
マ

ッ
ク
河
畔
の
桜
の
描
仰
木
か
ら
育
成
さ
れ
た
「里
帰

リ
桜
」
の
植
樹
式
を
聞
き
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
パ
ン
ク
で
は
、
経
緯
を
説
閉
し
た
「樹

名
板
」
と
「
標
柱
」
を
協
賢
し
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た 
5
本
の
里
帰
り
桜
は
、清
見
潟
公
園

に
2
本
、果
樹
研
究
所
、興
津
中
学
校
、
興
津
小
学

校
に
各
1
本
ず
つ
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

-
沼
津
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
(
沼
津
市
)

県
内
の
ゴ
ル
フ
場
で
働
く
職
員
対
象
の
研
修

会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ン
ク
の
委
託
事
業

と
し
て
、 

(社
)静
岡
県
ゴ
ル
フ
場
協
会
が
会
員
コ

ー
ス
の
職
員
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
も
、
フ
ロ

ン
ト
担
当
始
め
レ

ス
ト
ラ
ン
や
キ
ヤ

デ
イ 
1

等
若
手
印

名
が
「
挨
妙
」

「身

だ
し
な
み
」
「
言
葉

遣
い
」
等
、
厳
し
い

講
師
の
話
に
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

-
静
岡
中
央
ビ
ル
(
静
岡
市

従
来
か
ら
、
静
岡
県
が
実
施
し
て
い
た
「花
壇
コ

ン
ク
ー
ル
」に
加
え
、今
年
度
か
ら
「
暮
ら
し
景
観
」

部
門
を
設
置
し
、
グ
リ
ー
ン

パ
ン
ク
が
共
催
、
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

花
壇
づ
く
り
か
ら
一
歩

進
ん
で
、
公
共
的
な
空
間

の
緑
化
が
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

年
か
ら
9
年
間
に
わ
た
り
理
事
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
『
緑

化
協
ん
金
』
に
よ
る
全
凶
附
一の
緑
化

推
進
シ
ス
テ
ム
の
発
展
に
大
い
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
氏
は
鉄
道
・
仏
像
・
俳
句
・

文
部十
な
ど
幅
広
い
趣
味
と
盟
か
な
話

題
と
話
術
の
持
ち
主
で
し
た
。
謹
ん
で

ご
冥
耐
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。、.之官しま可ι内� 

後手IJ(左より)/木村・青野・山田

前事1]/渥美緑化推進課長・高木専務・大村事務局長

ヲυーコJCシク程より~ 

財
同
の
即
日
い
乎
で
あ
り
、 

(社
)締
岡



az 
ゴjレ7ア 一 緑 化 協 力 金  [支部ごとに 50畜順l.下記ゴルフ場に御協力いただいています。

ゴルフアー緑化協力金は、ゴルフアーの皆様に環境緑化のために御協力をいただいているものです。 

1回プレーするごとに 50円をグリーンパンクにご寄付をお願いしています。

平成23年度のゴルフアー緑化協力金は 1億8干万円でした。春秋の花種・球根・緑化木の配布や、

学校・公園・道路福祉施設などの緑化に大きな役割を果たしています。

圃・・・・E軍軍習司・・・・・ -・・・・・・l::r;J 岨・・・・・・・ -・・・ .gll~gßi岳志t
いなさゴルフ倶楽部浜松コース 朝露力ン卜 1)-クラフ 足柄森林力ントリー倶楽部 

Ii川グリーンヒル力ントリークラブ朝霧ジャンボリーゴルフクラブ 篭坂ゴルフクラブ

葛城ゴルフ倶楽部 愛鷹シックスハンドレッドクラブギャツビイゴルフクラブ

菊川カントリークラブ 小田急西富士コルフ倶楽部

ゲランディ浜名湖ゴルフクラブ ゴルフパーク・パンディ

相良力ントリー倶楽部 ザナショナルカントリー倶楽部

ザ-フォレスト力ントリークラブ 十里木カントリークラブ

静岡力ントリ 島田ゴルフコース華fb召津力ントリークラブ

静岡カントリー浜岡コース

静岡力ン卜 1)一袋井コース

静岡よみうり力ントリークラブ

豊岡国際カントリークラフ

日本平ゴルフクラブ

浜名湖カントリークラブ

浜松カジトリークラブ

浜松シーサイドゴルフクラブ

藤枝ゴルフクラブ

ホロンゴルフ倶楽部

裾野力シツリー倶楽部

大富士ゴルフクラブ

東名カントリークラブ

沼津国際力ントリークラブ

沼津ゴルフクラブ

ファイブハンドレッドクラブ

富獄カントリークラブ

富士工ースゴルフ倶楽部

富士チサンカントリークラブ

富士宮コルフクラブ

ミフ「ス菊川力ントリークラブ 富士見ヶE力ントリー倶楽部

=木の里力ントリークラブ =島コルフ倶楽部

レイク浜松力ントリークラフ 南富士カントリークラブ

リパ 富士力ントリ クラブ

御殿場ゴルフ倶楽部

太平洋クラブ御殿場ウエス卜

太平洋クラブ御殿場ゴ ス

太陽カントリークラブ

東名富士力ントリークラブ

自動御殿場コース

東富士力ントリークラブ

富士小山コ、ルフクラブ

書士カントリークラブ

軍士グリーンヒルゴルフコース

富士高原ゴルフコ ス

富士国際ゴルフ倶楽部

富士御殿場ゴルフ倶楽部

富士平原ゴルフクラブ

富士ヘルスカントリークラブ

ベルビ、ユー長尾ゴ、lレフ倶楽部

-・・・・E宮署軍司・・・・・1
芦の湖力ントリークラフ

熱海ゴルフ倶楽部

天城高原コルフコース

伊豆大仁力ントリークラブ

伊豆国際カント 1)ークラブ

伊豆ゴルフ倶楽部

伊E下回力ントリークラブ

伊豆ス力イライン力ントリー倶楽部

伊豆にらやま力ントリークラブ

伊東力ントリークラブ

稲取ゴルフクラブ

川奈ホテルゴルフコース

函南ゴルフ倶楽部

かんなみスブリジクスカントリークラブ

グランフイールズカントリークラブ

ゴ ルド川奈力ントリークラブ

サザンクロスカントリークラブ

下回力ントリークラブ

修善寺カントリークラコ

新・天城につかっゴルフ倶楽部

大熱海国際ゴルフクラブ

中伊豆グリーンクラブ

西熱海ゴルフコース

富士箱根力ントリークラブ

三島力ントリ クラブ

湯ヶ島ゴルフ倶楽部&ホテル重量苑

ラフォ レ修善寺&力ントリ クラブ



.平成23年4月1日~平成24年3月31日までに納入いただいた個人葺助会員と一般寄付者です。

個人賞助会員 順不同敬称略] 般寄付歪 [順不同刑事削

一謹
直田

タ'J-;"ICI?1t~fJ 

附一一
ι…「

一間一盟盟組盟理四一一配布一一「「
一四一世世一一一「
一一

一時一一
一一一一一
一一一昨一耕一一一一一一一

吉田町

熱海市

敏之原市

藤絞市

聖書目市

街川市

豊盟主種主E
静岡市動司区

三島市

静岡市清水区

竃士市

勝岡市清水区

僻岡市葵区

鯵同市葵区

浜松市中区

(犠)タイトービパレ� γシ瀞同� 

i卦111市役所

静岡県醤本割1地戚課

車主宮品痩;

吉事後期務事務所

信田財務事務所

一旦造5政壁一一
熱海財務事務所

くりし・姐41都

理望星皇室主よZ一
環境宿生科学研究所

所
一
所

実一
一一一四
 

・-エ，; '.-E E・・・E 司自主目白...1画ijJI毘~'ÞJ.罰 '.1" 1....・・・E ・-E

グリ ツパノクの緑化活動事業趣旨に街1質問、御協力くだ戸る個人の皆様に
鱈句会員へのご加入をお願い致します. 

[年会費J1口千円� (2口以上
.ご加入の王争観君日グ')ーンパノク事務局� 
TEL.054-254・� 1975ま，，"':::.1舗えだ乱、 
折り返し阻入申込・を送らぜていただきます.

・入舎はいつでも受付けています

・荒野駅iEZ1鋼連想52P品1伝弘

l 
1 

将興�  

クリーンパンクたより

オリジナルカレンダー

花種日舗なと



静岡県東部
静岡県西部一一・

静岡県中部

静岡防駁苅区

(株)青山工務居

南川土木(株) 

1i毎自動車工業(株)

佐野塗装{株) 

(株)建通新聞社 静岡安社

(株)市Ill貧困j

(株)西聖子造園

(株)静岡新聞社 

(株);富合造園

減南静岡高等学校

園芸福祉ボランティア「花倶楽部」

(有)カクタ

静岡市清水区

(株)清水銀行

小さな親切運動静岡県本部

(妹)杉山造園

新聞製材(株)

望月燃料(株)

(有)丸福造園土木

アオキトランス(検)

源平造劃建設(株) 

(株)小津造園 

E費明馳造成(株) 

(有)森荘造園

下造園(株) 

(有)東海造園

縫香圏 

(株)岳陽グリーン

奏開発(株)

ケアガ←デンボランデイアじた会

(株)71"7フシス 

(有)追分農園 

(社福)ライト

静岡塗装(株)

島田市

(株)町組

(株)葉興

(株))'ーク東海 

(株)索海フォレスト

焼津市 

111株)丸(

加藤造園(株)

良知樹園(株)

(有)富士昌造園

(有)杉村造園

(株)橋本組

(株)静岡グリーン勺ーピス

原田遊園(株) 

(株)東商 

(株〉二ッ(z-

(社福)嬰育会

(社福)焼津繍社会

(株)中部緑化建設

焼津市

f刊 j正人研くし柑かフラワー平ウトワーク会議

盛箆丙

(株)山閉組

紅林造園

(有)大井薗

(有)大石造園 

養樹園

(有)太陽造園

(社福)ひよこ福祉会 ひよこ保育園

志太フラワー

銅前崎市

(株)雄樹r;J

御前崎港運(株)

(株)泡回組

牧之際市

(株)木村沼

吉国町

着回市 

(有)稲垣造盟

平野建設(株)

県立磐田北高校教育振興会

(株)浮周囲 

(株)庭仁

東海開発観光(株)

(株)植liIJ

(有)永井造園 

(有)昭活圏

(株)アキヤマ 

(有)大東国

(株)遠州米穀 

(有)松島圏 

(有)東海ガ デシ 

(有)カネコ砂利

尉川市

白旗造園建設(株)

(社福);Gむの木糧祉会 

(株)桔梗庭苑

(株)三宝園

(株)松下組

(有)小津温風

(社福)大東福祉会

岡田建設(株) 

m川土建(株) 

(株)藤本組

盆原建設(株)

(株)樽林組

御 11市 

(株)メで浜中村組

(株)着杉組 

戸塚建設(株)

(有)山下造園 

(有)立林造鼠

(株)マンリュウ

袋井市

(株 )j¥ヶ代造園 (ネヰ福 )j¥生会 特養ホーム一空周

(株)片桐造置建設

(株)永井組

丸明建設(株) 

有)山本造園

塚窓建設(株) 

トヨタ緑窪(株)

(株)遠州工務后 

(社福)三宝会

菊 111市

(株)落合組

(社)県立小笠高校 後f愛会

森町

(社渇)ときわ会 ときわ保育園

正光建~(株)

(有〉松月園

浜松市中区

本田技研工業(株)浜松製作所

みどり圏(株)

(株)庭明

(名)中村社団

実方産業(株)

須山建設(株)

(株)江陪種苗圃

(株)庭面]

(有)太陽造園土木

(抹)工ンヂー

(財)漢松まちづくり公社

己管(株)

(獄)中村締

栄建設(綜)

山平建訟(株)

(株)泉組

川島建訟(員)

「 亘助会貢面支固体)のお願い -
グリ ンパンクの緑化活動・事業趣旨に御質問、御協力くださる企業・

団体の皆様に質勘会員へのご加入をお願い設しますa 

[年会費]1口5千円
-ご加入の手続き|芯クリーンパンク寧務鯖 特典
TEL.054-254-1975までご連絡くださし」
折り返し加入申込'を送らせていただきます。 タjーンバンクたより

・入会Iいつでも受付けています盆d:
・2隼目以降1毎年1 ジ オリシナルカレンター耳、 0尽に夢務局からの『クリ

パンクだょっ J送付!こ合わせ払込みをこ依額します。


101.'7'.J-~JC?IU" ~ 

進保育園

浜松市西区

大協造冨緑化(株)

藤野建設(株)

ナイセイ緑地(株)

(社福)和光会 和治保育園

浜松南街区

市川造園(株)

(株)林工組

(株)水野組 

(社纏)遠浜会

穿総市北区

大村i書留建設(株)

(株)イシダグりーン 

(社福)小羊学園三方l票スク工ア

県立浜松工業高校後強会

三田工業(株)

小笠原マル男(株) 

(社福)十字の園

市浜北区+公浜

(株)平野社団 

(資)横田輸業

浜松市笑官吉区

軟禁山本宮秋葉神社

(社福)天竜厚生会

天龍土建工業(株) 

(株)褐林製材所

(株)西村組

(船いすよ建設

大石建設(株)

(有)伸谷土木

湖路市 

(有)中村造園 

(有)~高松園

(有)寿重植木

湖西動物病院 



企業・団体賛助会員 U院二同・敬称略Je平成23年4月1日~平成24年3月31日までに会費を納入いただいた会員です。 

E軍司百官軍需開冒曹胃軍空軍 富士窓市 静岡市忌.!R

勝岡市議区
公益社団法人 石川|グリーンパウス 五光建設(株)

静岡県遊園緑化協会 富士開拓農業協同組合 市菱建設(株) 開一一一一一一一静岡市清水区 (株)静岡銀行 恥
一
会

E町立市 (株)芦田建設工業

(有)ー窓圏 静清信用盆庫

実野園芸(相官) 公益社団法人静岡県緑化挺進協会

沼津釦百 (有)常翠園 望芳土木(株) 

}胡i1!i市 プライム?ース 
EVエナ夕、 (株)

三島市  (練)翠石国 (株)力ワムラ 

静岡市葵区 (株)静岡朝日午レビ IJI野建設(株) (株)犬松園 (株)ふしみわ

山ホ建設(株)

白鳥建銭株)(富士製造所株)ラー(ヲプフトーヨー

昭和設計(株)
静岡県民共済 

(有)初興印刷

(株)武井造薗 

静岡市君事区
2主活協同組合

静岡コンサルタント(株) 

警長箇緑化(株)

jS添市 スJ[;刀銀行 (株)

夫t'~i'竹中区 ヤマハ(株) (有)石}鉄造祖国居I! (株)小椋製作所 (燃)田丸屋本后

静岡市害事IZ 静岡鉄道(株)

静岡市齢河区 (株)静岡第一テレビ

僻岡市産量河区 (株)ダイワ

網岡市清水区 不二見造国土木(株)

磐田附 ヤマハ発動機(株) 

:賢f.il市東区 鈴木モーター販売(株)

- 重m理主E関ごE
下回市


丸三工業(株)
 

(株)後Bi組
 

(社福)楳友会


期伊豆町
 

(株)愛樹園
 

(繰九T内組


木村造園(株)
 

;可J町


東海建設(株)


噌伊畳町
 

(株)南伊豆造置土木
 

(株)し¥しい林業


熱海市

藤原造園(株)

木建設(株)

西村造園(株)

伊東市 

(株〉斉藤組 

(株)植諒 

(稼)伊宣怠ハウシング 

~町?'J-:JlD?山

中林建設(株) 

(株)ダイナナ 

(椋)鈴木工務盾

力日々 見盟 

(有jワールドスタッフ

御殿喝m
芹津建設(株) 

(株)1¥17:ノj雪国土木 

(機)大綱造園 

(辻福)富岳会

福与市

六烏造園二仁木(株)静岡営業所

伊豆

昭和の森会館

青木興業(株)

宍城建段(株) 

{事包の圏市

主屋建設(様) 

(有)伊畳植物園

清水町 

(有)7ウキモト造園

長泉町

(機)富士見園 

(有)正翠園

三島信用金庫

(株)東平商会

小山町

臼牽産業(株)

道士宮市・ 

(有)小林道

赤池j皇国(検) 

(機)宜野緑化

佐野藤建設(株)

(株)議主植物園

京主製紙(株) 

(株)スル7ゴ 

(有)恕光図 

(株)共立 

EE士グリーンメンデナンス(株) 

(有)やまもと園蓋 

(株)望月庭11
 
(社福)秀生会

土交通(株) 

(社福)岳閉会 

(株)フシヤtJパナンス

富士木材(紘) 

(株)緑室園

静岡市美区 

(株)森造園 

(検)ひかり造園 

(株)Aパジオシフタケ 

(株)インブル

ヤウギン山水唐(有) 

(有)飯田庭園

静岡トヨペット(株)

みず|立証券(機) 静岡支后

一般社団注入静岡県都市開発協会

静岡県土地区画恵理組合連合会 

(株)静岡緑地建設

静岡県花の会連合会 

(祉福)楽寿盆

一般社団法人静岡県経営者協会

一般財団法人静岡県認可協会

ながの歯科医院

静岡魚市(株)

静岡県さくらの会 

(株)鈴木釜装工務庖

静岡管用盆庫

静鋲建設(株)

静岡観葉(株)

商工組合中央金庫静岡安居

(検)突健

静岡県道路利問者会議

静岡県木材協同組台逮正当会

静岡県河川協会

鯵岡県港湾鍍興会

公益事出司法人静岡県林業会議所

全国治泣く砂断協会静岡県支剖1

(間援演造園 

(医祉河童仁会

静岡県広報協重量

(株)トモクリーン・ケミカル

野村鐙券(株)静岡支居

ライフサポート城北

祖父江法律事務所

静岡市駿河区

(株〕理研グリー?ノ

(株)福泉

(株)/J¥林土木緑化

租士業(株)

静岡瓦斯(稼)

ソー?イ造園(株)

平租みS\.， \(~発 )

林中央金庫名古屋支后静岡隆進室

富土見環境繰イ包(株)

(械)7'プヲヲイズ 静岡支組

問吉種苗(株)

白*レーベル印刷(株)

聖ヨゼフの園

(株)ABC

ポーラ i~成工糞 (株) 静岡工 q

(株)東海軒

(綜)佐藤工務盾 

(祖)静岡県宣歯科医師会

日成建設(椋)

木内建設(椋)



財団法人静岡県グリーンパンク
静岡市葵区追手町� 9-18静岡中央ビ� lレ6階� 

TEL.054-254-1975 FAX.054-255-6495 

URL: http://www.greenbank.or.jp 
E-mail: greerトbanlく@greenbanlくor.JP 

http:http://www.greenbank.or.jp



